
 

 

 

  

 

 

 

先日 5 月 18 日（土）、クリーン・キャンバス・２１の今年度 1 回目の全体清掃が行われました。昨年度

の 5月の全体清掃は雨天のため中止になってしまいましたが、今年度は雨に見舞われることなく、無事に全

体清掃を行うことができ、たくさんの方々にご参加いただきました。気温も暖かく、参加していただいた

164名の方々全員で、多くのゴミを拾うことができました。 

今回も昨年度と同様の 4 ルートに分かれてゴミ拾いをいたしましたが、どのルートからもまだまだたく

さんのゴミが回収され、街をきれいにするためにはこの活動をより広めていく必要があると感じました。 

クリーン・キャンバス・２１の活動には全体清掃のほかに各団体の定期清掃があります。全体清掃だけで

なく、そちらの活動もより活性化させることができたら、次回の全体清掃の際、回収されるゴミを減らすこ

とができると思うので、それができるよう、これからの活動にも一生懸命取り組んでいきたいと思います。 

私たちの清掃活動だけでは街を完全にきれいにすることはできないので、この清掃活動を通して、一人で

も多くの方に美化意識を持っていただけたらうれしいです。 

 

 

自分たちのまちは自分たちの手で美しく 
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さらなるきれいのために、広げるまちづくり 
 

参加してくださったたくさんの方々 
ありがとうございました！！ 



今回は天気にも恵まれ、気持ちよくゴミ拾いをすることが

できました。月一清掃でも帯広駅周辺のゴミ拾いをしていて、

その際はたばこのゴミなど小さめのものしかあまり見かけな

かったのですが、こうして、少しルートを広げ、たくさんの人

数でゴミを拾ってみると、空き缶や、お弁当のゴミなどの少し

大きめのゴミも落ちていることがあり、驚きました。 

このことから、やはりゴミ拾いには限界があり、きれいな街

にするためには一人一人の意識が大切だと思いました。 

                     

Excla!matioN 小林 夏奈子 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 

                                                  

 

 

 

 

 

 

編集後記 

 

 参加者の声 

今回のクリーンタイムスを作成して、この

活動をより良いものにするためには、多く

の人の協力が必要なのだと思いました。 

大きなゴミはあまり見られませんでし

たが、タバコの吸い殻が多いように感じま

した。帯広の街は綺麗だという印象があり

ますが、小さなゴミでも無くすことでこれ

からも綺麗な街を維持していくことがで

きると思います。クリーン・キャンバス・

２１の活動を広めてもっとたくさんの方

に参加して頂き、ポイ捨てを無くしたいと

思いました。 

                     

Excla!matioN 廻神 果那 

市民と行政が協働で進めていくまち美化プログラムの一つです。活動内容は「定期的なゴ

ミ拾い」「一斉清掃への参加」等です。清掃活動だけでなく、市民の美化意識を高めるた

めに看板を設置するなどの活動もしています。13 の活動地域を設けており、指定された

地域付近にお住まい、お勤めであれば、個人・団体・企業を問わず参加可能です。 

もっとエコな 

街づくりマスコット 

「ふわりん」 

 

Excla!matioN、中央公園ぐるっと親睦会、富士通グループ、(一社)帯広青年会議所、DCM ホーマック(株)稲田店、 

北王コンサルタント(株)、とかちプラザ、帯広西 1条中央商店街振興組合、日本たばこ産業(株)、(株)マルハン柏林台店、 

(一財)帯広市文化スポーツ振興財団、帯広開発建設部、(株)日立ハイテクフィールディング、 

末日聖徒イエス・キリスト協会、十勝総合振興局、帯広市役所 


